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（17），④せん妄リスクアセスメント
（9），⑤外来危険因子評価（20），⑥入
院時スクリーニングシート（16），⑦
転倒・転落リスク評価（16），⑧入院
診療計画書（0），⑨看護必要度評価
（32），⑩静脈血栓症予防シート（39），
⑪がん症状アセスメントシート（19），
⑫退院・在宅支援アセスメントシート
（11）。質問項目数の合計は 303です。
　これらをメディカルギーク株式会社
の崔賀英さんに分析してもらったとこ
ろ，重複していた質問数は 195，重複
がなかった質問数は 108でした。そこ
で重複していた 195の質問項目を統合
した結果，質問数は 90に減りました。
これに重複がなかった 108の質問数を
合計した結果，198の質問数に減らす
ことができました。これら帳票類は 2
年に 1回行われる診療報酬改定のたび
に増える，もしくは項目内容の改定が
あるので目が離せません。こうした「増
える帳票」に対して現行の業務フロー
の見直しを常にしていかなければなり
ません。ここが看護管理の重要なポイ
ントとなります。
　「業務をしているが看護はしていな
い」と思う二つ目の要因として考えら
れることは「これが看護か」という疑
念を持つことではないかと思います。
ただ与えられた帳票類の質問枠に淡々
と数字や文言を埋めていくだけの作業
として，しかもスピーディにその作業
をしていくことを課せられているとす
れば，あまり楽しい仕事ではなくなり
ます。
　こうした状況で重要な役割を持つの
が看護管理者です。「何のために」こ
の作業を行うのかを説明し，その意味
と価値を頻繁にスタッフへフィードバ
ックする必要があると思います。中原
淳氏（立教大学教授）は『駆け出しマ
ネジャーの成長論』（中公新書ラクレ）
において 7つの挑戦課題を提示してい
ます。その 2つ目に挙げられているの
が「目標咀嚼」です。つまり，会社（こ
こでは組織と置きかえて考えてみま
す）がつくった目標を自分の部下たち
にかみ砕いて説明し，部下たちの納得
を得ること，会社の戦略を部門の仕事
に落とし込み，部下たちに仕事を割り
振っていくことと説明しています。
　まとめると，業務から看護への認識
の転換には，業務の効率化と管理者か
らの目標咀嚼といった要件が土台とし
て必要になります。

話を聴くことから看護が始まる

　ここまで考えて，ハタと思い当たる

ことがありました。それは臨床ナース
として，業務からケアに意識を転換す
る方法があるということです。それは，
自分が業務だと思っている行為をする
時に，情報収集している相手とちょっ
とした対話をするということです。
　例えば，入院時スクリーニングシー
トに ADLを尋ねる項目があります。
例えば「食事　□要介助　□介助が必
要になる可能性あり　□自立」，以下，
排泄，移動，清潔／更衣の項目も同様
のチェックを入れます。このときに，
単にチェックボックスにチェックを入
れるのではなく，「毎日どのような生
活をしていますか」，あるいは「入院
して，日常生活を送る上で心配なこと
はありますか」など相手の状況をみて，
適切な質問をすることです。こうして
ADLだけでなく家庭環境や家族関係，
セルフケアの確立などを知ることがで
きます。
　チェックボックスにチェックする記
録の形が，ナースが相手の全体像を知
る思考過程を阻んでいるのかもしれま
せん。私の提案する公式は，こうです。
　
「業務」＋「対話」＝「ケア」

　看護において，話を聴くことが看護

　もうだいぶ前からだと思うのです
が，若い看護師たちの間で，「わたし
たちは，業務をしているがケアをして
いない」と自虐的に口にするのを耳に
していました。そのようなことが現在
も続いていることを再確認したのが阿
部玲子さん（東北公済病院看護部長）
からのメールでした。
　「私が悩んでおりますのは，新型コ
ロナウイルス・アウトブレイクによ
り，さまざまなことが変わりました。
その中でも患者さんと看護師の距離が
少しできてしまったのか，看護師は“看
護する”という言葉から“業務する”
という言葉を使うようになり，人とし
て尊重することが薄れているように感
じられる事例を体験するようになりま
した。（中略）そこから考えますと，『看
護におけるコミュニケーションの意
味』ですとか，『患者―看護師間のコ
ミュニケーションと看護』のような
テーマで講演をお願いしたい」という
のです。
　私は，コミュニケーション論などに
一般化するのは適切でないと考えて，
「“業務する”から“看護する”への転
換のために」というタイトルで講演を
引き受けることにしました。
　阿部さんから届くメールには，師長
会議の議長を来年度からやってみよう
と思っていたが，11月 22日に意を決
して台本を作って臨んだところ，議論
を深めたいところを深めることができ
たことが記されていました（本連載第
212回「看護師長会議の議長は誰がす
べきか」参照）。また，他の人に司会
を任せていると早々に終了していたこ
とがらを自分の裁量でできたので『爽
快以外の何ものでもありません』とあ
ったので，私も爽快になり力を入れて
講演の準備をすることにしました。

「業務する」から「看護する」
への転換のために

　まず，なぜ「業務はしているが看護
はしていない」と感じるのでしょうか。
私は，二つの要因があると思うのです。
一つ目は圧倒される情報収集作業で
す。特に帳票類の多さ，項目の重複，
記録にかかる時間が看護師たちを打ち
のめすのではないかと考えました。
　そこで阿部さんに連絡して，東北公
済病院の看護師たちが扱う帳票類を送
ってもらうことにしました。入院時に
作成している帳票には以下の 12種類
がありました（文末の数字は質問項目
数です）。①プロファイル（69），②ア
セスメントシート（55），③外来 SGA

〈第232回〉

業務からケアへの転換

の始まりであることを強調したいと思
います。スタッフが「業務をしている
が看護をしていない」という認識を「多
くの業務は看護につながっている」
（「すべての道はローマに通ずる」を思
い出しました）と考えることができる
ようにするためには，リチャード・
ノーマンが提唱する「サービス・マネ
ジメント・システム」を枠組みとして
再検討することができます（本連載第
203回「看護提供方式を再考する」参
照）。
　東北公済病院看護部が挑戦している
「POS」「NANDA看護診断」「オレム・
セルフケア不足看護理論」，そして
「パートナーシップ・ナーシング・シ
ステム」などの方法論が「安全・安心
な療養環境と質の高い看護の提供をめ
ざす」という看護部の理念を支えるも
のとして有機的・効率的に妥当である
かを吟味する看護部長のリーダーシッ
プに期待したいと思います。
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　地球上の動物で最も血圧が高いのは
キリンと言われ，260　mmHg（3.51　mH 2O）
くらいと突出している。これは首が長
く，心臓から頭まで 3　mもあるから納
得できる。ゾウ（240　mmHg）も背が高
いが，血圧は背の高さや身体の大きさだ
けで決まるものではなく，イヌは 112　
mmHgなのにネコは 171　mmHgという
〔丸善出版『理科年表 平成17年』（2004）〕。
　最初に血圧が測られた動物はウマで，
1700年代前半にイギリスの聖職者が測
定したという。ウマの血圧はヒトと大差ないのだが，頸動脈にパイプを刺さ
れるという痛いことをされたせいか，300　mmHgだったという。私の医師人
生において計測した血圧で最も高いのは 280　mmHgだったが，これはそこま
でしか測れない血圧計のせいであり，あの時の上昇の勢いでは 300　mmHgだ
ったかもしれない。300　mmHgといえばルーズベルト大統領はヤルタ会談の 2
か月後に脳出血で亡くなったが，その時の血圧は 300／190　mmHgだったとい
う。
　「血圧」は blood pressureの訳で，中国でも同じ語が用いられ，用語として
の輸出入については不明である。ともかくも医学的に血圧が取り上げられる
のは 1896年にカフでの血圧計が考案されてからである。
　「高血圧」は hypertensionの訳であり，エーザイ社の創業史によると 1924
年に創業者である内藤豊次がドイツから降圧薬を輸入した際に広告で用いた
のが初めという（薬名は「アニマザ」）。Google Scholarで検索すると同じ
1924年に「蜘蛛膜下腔内異物吸収機排除能ニ就テ」（木村直樹ら）という論
文で「低血圧」と共に使用されており，1928年には「高血壓症ニ關スル研究」
（紅谷庄吾）という論文も著されている。いずれも千葉医科大学（当時）から
でそれぞれ精神科，第二内科からだった。中国では 20数年遅れて 1948年の『医
葯学』に初出する（『新華外来詞詞典』）。
　「高血圧」という言葉が医学でない作品に初めて登場したのは安藤鶴夫の『巷
談　本牧亭』（1964）における「糖尿と高血圧を発見されてから，五十面を下
げて，はじめて自分のからだのことを考えはじめた」であって，予想以上に
現在に近い。「低血圧」は杉浦明平の『解体の日暮れ』（1966）における「青
い顔をして寝ていました，低血圧もあるんですって」である（いずれも『日
本国語大辞典』）。

【第 11回】高血圧
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